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子供から学ぶ　 たくましさと優しさ 

自己有用感を高められる冬休みに！ 

 

　１年生が上履きを洗うために持ち帰った時のことです。月曜日に持って

 くるのを忘れた子がいました。

　一人目の女の子は今にも泣きそうになりながらも「上履きを忘れました」

と伝えてくれたので、「職員室で借りられるよ」と教えました。近くにいた

 中学年の子に付き添いを頼むと、快く引き受けてくれました。

　二人目の男の子は「上履きを忘れました」と伝える声に力があったので、「忘れたので…」と続き

を促してみました。「どうしたらいいですか」と続きを言えるかなと私は待ってみました。男の子は、

じっと考えています。すると、それを聞いていた高学年の男子が、後ろの方から小さな声で「スリッ

パを貸してください」と教えてくれています。１年生の男の子はその声が聞こえなかったようでした。

次の瞬間、ぱっと顔を上げ、「履かなくてもいいですか」と言いました。私も高学年の子も思わず大

 笑いでした。

　自分が困っていることを言葉で伝えられた１年生の二人、履かなくても大丈夫かなと対応策を考え

た男の子、困っている子に手を差し伸べる上級生、子供たちのもつたくましさと優しさに感動しまし

 た。

　私達大人はついつい、子供が転ばないようにと先回りをしがちですが、思い通りにならないこと、

失敗することはこれから先、たくさんあります。転ばないようにするのではなく、転んでも立ち上が

る力をつけてあげなければなりません。どこまで手を出すべきか、どんな助言をするべきか、よく考

 えることが必要です。転んだときは、成長のチャンスです。

　また、１年生を助けてくれた中学年、高学年の子供たちには、「優しいね。ありがとう」と伝えま

した。何気ない普段の言動にある優しさを認め、感謝の気持ちを伝えていくことで、「こんなことが

周りの人の役に立つんだな、周りの人を笑顔にするんだな」と子供たちが自己有用感を高めてくれた

らと思います。冬休みにはそんなチャンスがたくさんありそうです。子供たちもご家族、地域の皆様

 も笑顔でよい年をお迎えください。

 

メディアとの付き合い方を考えよう 

　11 月の学校保健委員会で学校医の吉崎先生からお話を聞い

たことをきっかけとし、児童会でもメディアとの付き合い方

を考えようと様々な取組を進めています。給食委員会作成の

「おうち de クッキング」、掲示委員会の秋のイラスト大会、

図書委員会の校内読書月間、保健委員会作成の間違い探しプ

リント、あははかめカードなど、子供たちはアイディアを出

 し合って活動を進めています。

　学習や読書、家族と過ごす時間を大事にして、自分の生活

 を自分で作っていく力を付けていきたいものです。

　　　【学校保健委員会】 

杉っ子



つながる　 ～地域の方と～ 

 

 

 

 

 

 

 

　今年度もたくさんの方々に子供たちの学習を支えていただきました。上の写真のほかにも低学年の

朝の読み聞かせ、民生委員さんによるお話「民生委員ってなあに」(６年)、環境の学習(４年)等々。

子供たちは、多くの方に支えられていることを感じ取り、学習したことを心に刻んでいくことと思い

 ます。

   

つながる　 ～仲間と～ 

     児童会目標　 　 「愛言葉で支え合い　 何でもチャレンジ！　 協力する杉っ子を目指そう」 
 

　委員会活動を中心とし、子供たちは、自分たちが目指す学校づくりに取り組んでいます。活動の目

当てや進め方を委員会の子供たちが丁寧に説明し、協力を呼びかけることで、全校児童の心がつなが

 る活動となっています。

 

【体育委員会　 

チャレンジ☆ウルトラキッズ】 

　縦割り班の仲間と一緒に

いろいろな運動コーナーに

 行き、挑戦しました。

 

 

 

 

 

 

【６年生　薬物乱用教室】 【６年生　福祉を学ぶ】【小児がんの子供たちの絵画】

【集会委員会　ミニ集会】 

気持ちよく今月の歌を歌った

後は、ひざまげゲームに挑戦。

そして、計画・生活委員会が人

権を大事にすることを発表しま

した。

 【掲示委員会　イラスト大会】
　季節の飾りや全校児童から募

集したかわいいイラストが玄関

を飾ってくれています。

【計画・生活委員会　愛言葉で

つなごうチャレンジウィーク】

　各クラスで目当てを決

めて取り組みました。


